
 

第２章  経理システム 
 

 

この章では、「エイジレス 80ネクスト」の経理システムの新機能についてご説明します。 
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１. 「エイジレス 80 ネクスト」経理システム 新機能一覧 
 

「エイジレス 80 ネクスト」経理システムでは、以下の新機能を追加しました。 

詳細内容については、該当ページをご覧ください。 

 

分類 メニュー・帳票 改 善 内 容 頁 

全
般 

伺い処理 

仕訳伝票入力（複合） 

「伺い処理」「仕訳伝票入力（複合）」へ「一括コピー」機能を

追加し、複数の伝票をまとめてコピー登録することができる 

ようになりました。 

Ｐ2-2 

伺
い 

伺い管理 伺い登録後、画面を閉じずに「伺い書」を印刷することが 

できるようになりました。 

Ｐ2-4 
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２. 全般 
 

【複数伝票の一括コピー】 

「伺い処理」「仕訳伝票入力（複合）」へ「一括コピー」機能を追加し、複数の伝票をまとめて 

コピー登録することができるようになりました。 
 
 

（１） 「伺い処理」または「仕訳伝票入力（複合）」を開き、 一括コピー  ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 
 
 
 

（２） 過去の伝票を一括コピーする場合は「伝票」（または「伺い」）を選択し、 

仕訳パターンから一括コピーする場合は「仕訳パターン」を選択します。 
 

その他、コピーする内容の条件（日付や科目、摘要、付箋、仕訳パターン番号等）があれば

設定し、 検索実行  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（３） コピーする伝票または仕訳パターンを選択し、 一括コピー  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どちらかを選択します。 
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（４） 「伝票一括コピー」画面が表示されます。 

［計上年度］または［計上年月］（※）を入力し、［Enter］キーを押します。 

（※ 伝票番号付番区分により異なります。） 

 

 

 

 

 

（５） ［計上日］、［伝票番号］（自動付番の場合のみ）を入力し、 

必要な項目を入力・変更後、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜複数伝票へ同一計上日を設定する場合＞ 

同一計上日を設定する伝票を選択し、 一括設定  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

計上日を入力し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

 
 
 
 

 

（６） 一括コピー終了のメッセージが表示されます。 

 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

  

［計上年月］または［計上年度］を入力し、 
［Enter］キーを押します。 

① 同一計上日を設定する 
伝票を選択します。 

② クリックします。 
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３. 伺い 
 

【伺い書印刷処理の改善】 

伺い登録後、画面を閉じずに「伺い書」を印刷することができるようになりました。 

（従来は、伺い登録後に画面を閉じて、伺い検索後に「伺い書」を印刷する必要がありました。） 
 
 

（１） 伺い内容を入力して保存する際に、 保存＆印刷  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 伺い保存後に伺い書の出力条件画面が表示され、「伺い書」が印刷できます。 

（以降の手順は、通常の「伺い書」の印刷手順と同じです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


